
　　
当
事
業
所
は
、
耕
作
放
棄
地
を
開

墾
し
、
無
農
薬
に
こ
だ
わ
っ
た
「
も

ち
麦
」
を
栽
培
・
加
工
販
売
し
て
い

ま
す
。

　

栽
培
し
て
い
る
品
種
は
「
ダ
イ
シ

モ
チ
」
と
い
う
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
や
水

溶
性
食
物
繊
維
で
あ
る
β
―
グ
ル
カ

ン
な
ど
の
栄
養
素
が
豊
富
な
品
種
で
、

四
国
や
佐
賀
県
の
一
部
で
し
か
栽
培

さ
れ
て
い
な
い
希
少
な
も
の
で
す
。
種

の
入
手
に
苦
労
し
な
が
ら
栽
培
を
始

め
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
年
間
で

3
ト
ン
を
超
え
る
収
穫
量
で
す
。

 
地
方
に
隠
さ
れ
た
宝
物
を
選
ぶ
グ
ラ

ン
プ
リ
の
「
に
っ
ぽ
ん
の
宝
物
」
で
は
、

令
和
元
年
10
月
の
熊
本
大
会
で
、
こ

の
も
ち
麦
が
ベ
ス
ト
ヘ
ル
シ
ー
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
元
年
11

月
に
は
地
元
高
校
定
時
制
の
生
徒
に
、

も
ち
麦
栽
培
を
通
し
て
夢
に
挑
戦
す

る
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
し
す
る
機
会

が
あ
り
、
生
徒
か
ら
は
も
ち
麦
利
用

レ
シ
ピ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

 

も
ち
麦
栽
培
に
加
え
、
杉
の
苗
を

生
産
し
、
伐
採
後
の
山
林
の
維
持・

復
元
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

も
ち
麦
栽
培
と
杉
の
苗
生
産
に
よ

り
、
地
元
の
高
齢
者
な
ど
を
通
年

で
雇
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た

就
労
支
援
事
業
所
か
ら
も
数
名
の

方
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
現
在
の
事
業
の
基
礎

を
固
め
、
若
い
世
代
に
引
き
継
ぎ
、

規
模
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

で
す
ね
。

　

5
月
の
半
ば
は
、
麦
畑
が
緑
の

葉
と
紫
の
穂
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で
風

に
そ
よ
ぐ
景
観
が
楽
し
め
ま
す
よ
。

足
を
運
ん
で
感
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
みなまた

事業所ファイル事業所ファイル
元元

第28巻

もち麦工房株式会社
所在地　  大川 151-1
設　立　  平成 30 年 10 月
従業員数  ８名
事業内容  もち麦などの農産物加工・
販売、種苗および苗木の生産・販売

▲代表取締役　大川嘉
か ち こ

智子さん

（写真上）収穫時期で
ある５月のもち麦（ダ
イシモチ）

（写真下）杉の育苗作
業の様子。

　自然と生きる。持続可能な農業へ。
　私たちの農業は、豊かな自然に支えられています。もち栽培、
杉苗生産を通して環境と共存することが未来を守る第一歩と考え
ています。
　一粒の種から、地域の未来が育つことを願って、これからも安
心しておいしい食を届けるために、地域の農業を守り次の世代へ
つないでいきます。「つくる人」と「食べる人」みんなで支え合
う農業を続けていきたいと思います。植林用杉苗の育苗ハウス


